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私は昭和 47年 4月に静岡大学工学部情報工学科に探用され，昭和 51年 6月に福
井大学工学部情報工学科に着任しました 当時はコンピュータ教育が叫ばれ大学等に
情報工学科等が設置されました 私が扱ったミニコンピュータは当時ベストセラーだ
った仲電気恨の OKITAC'4300で入力は紙テープ，メモリは磁気コアメモリ 16 KB 
と記憶容量が小さくその為，アセンプリプログラムを実行させるのに，コンパイラ，
2パスコンパイノレでの 2度のソーステープ，オブジェクトローダ，オブジェクトテー
プと何度もコンピュータに読込ませ手聞が非常にかかった 楠井大学への計任時は，
電総研から 0.lfI換された HITAC'8800の試作機がありました と言っても計算機の実
動機でなく ，部品，一部の笹体等を修士，卒業研究等に使J1jされたが，システムの大き
さには篇憎した 演算処理装置の電源を動作させるのに，本来はリモート操作してい
るのでローカノレ動作では何箇所かのジャンパ接続平日レーシーケンスの追跡等にかな
り手間l取った また，数年後には閉じ電総研から東芝製実験用ポリプロセッサシステ
ム(EP08日)が入り 8台の各コンピュータモジューノレに開発した HMDボード
(Hardware Multiply Divide)を増設した このボードは， 16bit x 16bitの乗除算
を 16MHz(62，5ns)で実行するもので，マイクロプログラムを格納する使用メモリはア
クセスタイムが最速でも 45n8かかり，残り 17.5n8で命令解説等を行い 1周期で動作
するはずが，ゲート遅延時間や温度変化により動作が不安定になったり Lて，実験が
スムーズに行えない等苦労した それでも当時の先端按術の一端に触れることが出来
たと思った この頃研究室にワ ー クステーション(80NYNEW81750)が入ってきた
08は UNIX(BSD4，l)で，当時のオンラインマニュアノレは NEW8が唯一 日本語であっ
たが， 一部釈が意味不明なところもあり伎術部の円常研修を立ち上げ，雑誌，当時流
行っていた Re.dNEW8等を参考に Lて UNJX繰作等の伎術修得を行い，システム管
理を行うようになった その後 SUNSparc Server 1000，技術部の初期情報サーパ
(SUN SparcStation-5)のンステム管理も行なった
近年は私より若い教授が入ってこられ， FPGA(Field Progra皿 mableGate Array) 
(書換え可能な LS I )にハードウェア記述言踏の Yフトウェアを用いて応用回路を
書込む方法を使用して， αプレンド手法による半透明画像合成を作成した また 64 
台のパソコンをネジトワーク接続したクラスタ計算機がされ，天井まで届く 4列のス
チーノレラックに設置されたパソコン等は社大である 画像処理を行う各クラスタのグ
ラッフィクカードに搭載された GPU(Graphic8Processing Units) (PX9800GTX+) 
や CPU(Pent;um4)はかなり発熱があり，各クラスタの CPU，M/B， GPU， HDDの温度
を Webで監観するそニタを以前日常研修で修得 Lた php，perlで作成したー
仮り返ると私は y ステムの大きなものに携われる機会に巡り合い，苦労もありま
したが，得るものも多くあった また真空管， トランジスタ ICへと変遷の時代に
巡り合った事にも感謝したいと思っています
大学も法人化され厳しさが憎してきていますが，技術部の世代交代も進んできてお
り，今後ますま寸発展されることを祈願します
長い間お世話になり有難うございました
